
以下のような場合には、
自家増殖は制限されません。

・ 在来種（地域で代々受け継がれてき
た品種） （例：「聖護院大根」、「下仁
田ねぎ」、「丹波黒大豆」等）

・ 開発後に品種登録されたことがない
品種 （例：「ふじ」、「コシヒカリ」、「桃
太郎（トマト）」等）

・ 登録期間が切れた品種 （例：「きらら
397」、「紅秀峰（サクランボ）」等）

・ 育種（品種開発）目的の利用（登録品
種も含む）

・ 家庭菜園等の趣味の利用



栄養繁殖植物のうち自家増殖が禁止されている植物（右表参照）を増殖する場合
果樹の苗木を専門業者に委託して増殖してもらう場合
きのこの種菌を殺菌、空調等の設備を備えた培養センターのような特別な施設で増殖する場合
購入した種苗をそのまま増殖用に用いる場合（自己の経営内で用いる場合も含む）
自家増殖して余った種苗を近所の農家に配布する場合（有償、無償を問わない）

自家増殖とは、収穫物の一部を
次の作付けのための種苗とし
て用いることであり、農業者に
のみ認められているものです。
自家増殖が認められているのは、
①農業者が、②正規に種苗を購入
し、③その種苗を用いて収穫物を
得、その収穫物を自己の経営にお
いて種苗として用いる場合です。
ただし、④自家増殖に育成者権が
及ぶ植物に属する登録品種でな
い場合に限ります。
また、契約で自家増殖を制限され
ている場合も認められません。


